
戊辰白河口戦争記付録 藩一覧表 

藩 藩主 石高（万石） 在城（陣屋）地  

仙台藩 伊達
だ て

陸奥主
むつのかみ

慶邦
よしくに

 65  宮城県仙台市 東軍 

秋田（久保田）藩 佐竹
さ た け

右京大夫
うきょうだゆう

義堯
よしたか

 25 .5 秋田県秋田市 東→西 

盛岡（南部）藩 南部
な ん ぶ

美濃守
みののかみ

利剛
としひさ

 20  岩手県盛岡市 東軍 

米沢藩 上杉
うえすぎ

弾正大弼
だんじょうだいひつ

斉憲
なりのり

 15  山形県米沢市 東軍 

二本松藩 丹羽
に わ

左京大夫
さきょうたゆう

長国
ながくに

 10 .07 福島県二本松市 東軍 

弘前
ひろさき

（津軽）藩 津軽
つ が る

越 中 守
えっちゅうのかみ

承昭
つぐあきら

 10  青森県弘前市 東→西 

新庄
しんじょう

藩 戸沢
と ざ わ

中務大輔
なかつかさのたいう

正実
まさざね

 6 .82 山形県新庄市 東→西 

棚倉
たなぐら

藩 阿部
あ べ

美濃守
みののかみ

正静
まさきよ

 6 .04 福島県棚倉町 東軍 

相馬
そ う ま

中村藩 相馬
そ う ま

因幡守
いなばのかみ

季胤
としたね

 6  福島県相馬市 東軍 

三春
み は る

藩 秋田
あ き た

万之助映季
あきすえ

 5  福島県三春町 帰順 

山形藩 水野
み ず の

真次郎忠
ただ

弘
ひろ

 3  山形県山形市 東軍 

上山
かみのやま

藩 松平
まつだいら

山城守
やましろのかみ

信庸
のぶつね

 3  山形県上山市 東軍 

磐城
い わ き

平
たいら

藩 安藤
あんどう

理三郎信勇
のぶたけ

 3  福島県いわき市 東軍 

一関
いちのせき

藩 田村
た む ら

右京大夫
うきょうだゆう

邦栄
く に え

 3  岩手県一関市 東軍 

福島藩 板倉
いたくら

甲斐守
かいのかみ

勝尚
かつひさ

 3  福島県福島市 東軍 

松前
まつまえ

（福山）藩 松前
まつまえ

志摩守
しまのかみ

徳広
のりひろ

 3  北海道松前町 東軍 

出羽
で わ

本荘
ほんじょう

藩 六郷
ろくごう

兵庫頭
ひょうごのかみ

政鑑
まさあきら

 2  秋田県由利本荘市 東→西 

守山
もりやま

藩 松平
まつだいら

大学頭
だいがくのかみ

頼升
よります

 2  福島県郡山市 帰順 

泉
いずみ

藩 本多
ほ ん だ

能登守
のとのかみ

忠紀
ただのり

 2  福島県いわき市 東軍 

亀田
か め だ

藩 岩城
い わ き

左京大夫
さきょうだゆう

隆邦
たかくに

 2  秋田県岩城町 東西軍 

八戸
はちのへ

藩 南部
な ん ぶ

遠 江 守
とおとうみのかみ

信順
のぶゆき

 2  岩手県八戸市 東軍 

天童
てんどう

藩 織田
お だ

兵部大輔
ひょうぶのたいう

信敏
のぶとし

 2  山形県天童市 東軍 

湯長谷
ゆ な が や

藩 内藤
ないとう

長寿丸政養
まさやす

 1 .5 福島県いわき市 東軍 

下手渡
し も て ど

藩 立花
たちばな

出雲守
いずものかみ

種恭
たねゆき

 1  福島県月舘町 東→西 

矢島
や し ま

藩 生駒
い こ ま

大内蔵
お お く ら

親敬
ちかゆき

 0 .8 秋田県矢島町 東→西 

新発田
し ば た

藩 溝口
みぞぐち

誠之進直正
なおまさ

 10  新潟県新発田市 東→西 

長岡藩 牧野
ま き の

備 中 守
びっちゅうのかみ

忠訓
ただくに

 7 .4 新潟県長岡市 東軍 

村上藩 内藤
ないとう

紀伊守
きいのかみ

信民
のぶたみ

 5 .9 新潟県村上市 東軍 

村松藩 堀
ほり

右京亮
うきょうのすけ

直賀
なおよし

 3  新潟県村松町 帰順 

三根山
み ね や ま

藩 牧野
ま き の

伊勢守
いせのかみ

忠泰
ただひろ

 1 .1 新潟県巻町 東→西 

黒川藩 柳沢
やなぎさわ

伊勢守
いせのかみ

光邦
みつくに

 1  新潟県黒川村 帰順 

  

改訂 2020.04.22 



（復刻版付録に掲載された藩は以上であるが、便利のため本文登場の藩を以下に追記する。） 

藩 藩主 石高（万石） 在城（陣屋）地  

薩摩
さ つ ま

藩 島津
し ま づ

大隅守
おおすみのかみ

茂久
もちひさ

 77  鹿児島県鹿児島市 西軍 

長 州
ちょうしゅう

藩 毛利
も う り

大膳大夫
だいぜんのだいぶ

敬親
たかちか

 36 .9 山口県山口市 西軍 

会津藩 松平
まつだいら

肥後守
ひごのかみ

容保
かたもり

 20  福島県会津若松市 東軍 

庄内
しょうない

藩 酒井
さ か い

左衛門尉
さえもんのじょう

忠篤
ただずみ

 17  山形県鶴岡市 東軍 

桑名
く わ な

藩 松平
まつだいら

越 中 守
えっちゅうのかみ

定敬
さだあき

 11  三重県桑名市 帰順 

筑前（福岡）藩 黒田
く ろ だ

下野守
しもつけのかみ

長知
ながとも

 47 .3 福岡県福岡市 西軍 

大垣
おおがき

藩 戸田
と だ

采女正
うねめのしょう

氏共
うじたか

 10  岐阜県大垣市 西軍 

忍
おし

藩 松平
まつだいら

下野守
しもつけのかみ

忠誠
ただざね

 10  埼玉県行田市 西軍 

土佐
と さ

藩 山内
やまのうち

豊範
とよのり

 20 .26 高知県高知市 西軍 

彦根藩 井伊
い い

直憲
なおのり

 23  滋賀県彦根市 西軍 

因州
いんしゅう

（鳥取）藩 池田
い け だ

慶徳
よしのり

 32 .5 鳥取県鳥取市 西軍 

備前（岡山）藩 池田
い け だ

備前守
びぜんのかみ

章政
あきまさ

 31 .5 岡山県岡山市 西軍 

大村藩 大村
おおむら

純熈
すみひろ

 2 .7 長崎県大村市 西軍 

柳川
やながわ

藩 立花
たちばな

鑑寛
あきとも

 10 .96 福岡県柳川市 西軍 

佐土原
さ ど わ ら

藩 島津
し ま づ

忠寛
ただひろ

 2 .7 宮崎県宮崎市 西軍 

館林
たてばやし

藩 秋元
あきもと

但馬守
たじまのかみ

礼朝
ひろとも

 6  群馬県館林市 西軍 

黒羽
くろばね

藩 大関
おおぜき

美作守
みまさかのかみ

増勤
ますとし

 1 .8 栃木県大田原市 西軍 

飯野
い い の

藩 保科
ほ し な

弾 正 忠
だんじょうのちゅう

正益
まさあり

 2  千葉県富津市 帰順 

笠間
か さ ま

藩 牧野
ま き の

越 中 守
えっちゅうのかみ

貞直
さだなお

 8  茨城県笠間市 西軍 

尾張
お わ り

藩 徳川
とくがわ

慶勝
よしかつ

 61 .95 愛知県名古屋市 西軍 

紀州
きしゅう

（紀伊）藩 徳川
とくがわ

茂承
もちつぐ

 55 .5 和歌山県和歌山市 西軍 

芸州
げいしゅう

（安芸
あ き

広島）藩 浅野
あ さ の

長勲
ながこと

 42 .6 広島県広島市 西軍 

肥前
ひ ぜ ん

（佐賀鍋島）藩 鍋島
なべしま

肥前守
ひぜんのかみ

直正
なおまさ

 35 .7 佐賀県佐賀市 西軍 

中津藩 奥平
おくだいら

昌服
まさもと

 10  大分県中津市 西軍 

今治
いまばり

藩 松平
まつだいら

定法
さだのり

 3 .5 愛媛県今治市 西軍 

宇都宮
うつのみや

藩 戸田
と だ

忠友
ただとも

 7 .7 栃木県宇都宮市 帰順 

越後高田
た か だ

藩（本藩） 榊原
さかきばら

政敬
まさたか

 15  新潟県上越市 西軍 

越後高田藩（釜子
かまのこ

陣屋） 榊原
さかきばら

政敬
まさたか

   福島県白河市 東軍 

小倉
こ く ら

藩 小笠原
おがさわら

忠忱
ただのぶ

 15  福岡県北九州市 帰順 

佐久山
さ く や ま

（佐久山陣屋） 福原
ふくはら

内匠
た く み

 0 .35 栃木県大田原市 帰順 

出羽松山藩 酒井忠良 2 .5 山形県酒田市 東軍 

  



※復刻版付録の表は、奥羽列藩同盟２５藩＋越６藩である。表のうち松前藩・黒川藩は、付録の

「奥羽越列藩同盟図」に記入されていない。一方、表にない松山藩（庄内藩の支藩）が図には

記入されている。 

※奥羽列藩同盟は元々、会津藩・庄内藩の「朝敵」赦免嘆願を目的としたため、会津藩・庄内藩

は含まれていなかった。 

※各藩の動向は詳細には複雑多岐であるが、おおよそを右列に追記した。 

東軍：西軍と戦い、最終的に降伏した藩。 

西軍：白河口戦争の時点で西軍側であり、東軍に向かって進攻した藩。 

東→西：はじめ奥羽越列藩同盟に加盟していたが、その後の藩論の変遷により西軍側となり

東軍と戦った藩。 

帰順：西軍の進攻にともない、ほとんど戦火を交えることなく降伏した藩。または白河口戦

争の時点で既に西軍への敵対を止めていた藩。 

東西軍：事態進行により、東軍になったり西軍になったりを余儀なくされた藩。 

※藩主名は白河口戦争の時点でのものであるが、各藩の内情によっては実権がなかった場合もあ

る。「○○藩は○○家か」くらいの目安とした。 

※石高はいわゆる表高であり、必ずしも各藩の実勢大小を反映しない。 

※復刻版付録の表では、在城地市町名は復刻版発行当時のものであったが、訳にあたって現在の

市町村名に書き換えた。（2018.6.11） 

 

 

 

付録 奥羽越列藩同盟図 


	a_注記

